
１　校種別認知件数及び認知した学校数の推移

　

　 年度 20年度 21年度 22年度 23年度 (構成比％)

認知した学校数（校） 168 119 95 108 (28.3)
認知件数（件） 402 313 294 240
認知した学校数（校） 103 93 98 88 (47.1)
認知件数（件） 472 343 335 310
認知した学校数（校） 43 42 41 39 (37.1)
認知件数（件） 114 95 101 75
認知した学校数（校） 1 1 1 1 (5.3)
認知件数（件） 1 1 1 1
認知した学校数（校） 315 255 235 236 (34.1)
認知件数（件） 989 752 731 626
認知した学校数（校） 181 151 151 －　
認知件数（件） 531 411 412 －　
認知した学校数（校） 115 113 113 －　
認知件数（件） 583 504 485 －　
認知した学校数（校） 51 56 53 －　
認知件数（件） 141 138 168 －　
認知した学校数（校） 1 2 2 －　
認知件数（件） 1 2 2 －　
認知した学校数（校） 348 322 319 －　
認知件数（件） 1,256 1,055 1,067 －　

(注)  1 上半期調査対象校：県内公立小・中・高等学校・特別支援学校　（年度間は国立・私立を含む）

2 構成比＝いじめを認知した学校数/学校数×１００

平成23年度上半期児童生徒のいじめの状況について
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小学校 認知件数（件） 中学校 認知件数（件） 高等学校 認知件数（件）

小学校認知学校数（校） 中学校認知学校数（校） 高等学校認知学校数（校）

○前年度同期と比較して、いじめの認知校数は横ばい、認知件数は １０５件(14.4%)減少した。



２　いじめ認知件数の学年・男女別内訳　　　
　〔単位：件〕

男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子

 小学校 6 6 12 11 15 14 27 10 43 22 35 39 138 102

 中学校 77 65 51 55 33 29 161 149

 高等学校 30 13 15 10 3 4 0 0 48 27

 小学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 中学部 0 0 0 0 0 0 0 0

 高等部 0 0 0 0 0 1 0 1

                                                合　　　　　　　　　　　　　　　　計 347 279

３　いじめ発見のきっかけ

区　　　　　　　　　　分 (構成比）

F (32.3)

G (23.8)

A (20.1)

E (6.2)

H (5.8)

B (5.4)

I (3.8)

C (1.4)

J (0.5)

K (0.3)

D (0.3)

L 0.0

(100.0)

４　いじめの態様　　　（複数回答）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〔単位：件、％〕
区　　　　　　　　　　　分 （構成比）

ア (65.2)

ウ (20.9)

イ (17.6)

カ (9.9)

エ (8.1)

キ (7.2)

ク (4.2)

オ (2.7)

ケ (6.2)

（注）　 構成比については、各区分における「いじめ認知件数の総数」に対する割合を示す。
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⑤ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりする。

⑥嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする。

②軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする。
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①ひやかしやからかい、悪口や脅し文句、いやなことを言われる。
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③仲間はずれ、集団による無視をされる。

④金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする。
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⑩学校以外の関係機関からの情報

⑪ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ等の外部の相談員が発見

⑨地域の住民からの情報　

⑥学級担任以外の教職員が発見

⑦他の保護者からの情報

⑧養護教諭が発見
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⑤他の児童生徒からの情報

計

小学校 中学校 高等学校
〔単位：件、％〕

0

0

1

240

310

４年 ５年 ６年 合計

計

計

特
別
支
援
学
校

１年 ２年 ３年

①本人からの訴え

②本人の保護者からの訴え

③学級担任が発見

④アンケート調査などの学校の取組により発見　

○学年別では、男女とも学年が上がるにつれて増加する傾向があり、中学校１年生で最大となる。その後、高校３年生に向
   かって減少する。

○いじめ発見のきっかけは、「本人からの訴え」、「本人の保護者からの訴え」、「学級担任が発見」の順に多い。

○「ひやかしやからかい、悪口や脅し文句、いやなことを言われる。」が一番多く、構成比で半数を超えている。各項目とも減少
   している中、「金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする。」が増加した。


